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Juveniles of red-eared slider appeared from the nest in spring in 2014.
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2014年４月19日，神戸市立須磨海浜水族

園内の淡水ガメ研究施設「亀楽園」において，

土の中からアカミミガメの幼体を発見したので

報告する．アカミミガメの幼体が発見されたの

は，亀楽園のプール内に設置された植木鉢で

（図１），施設の管理作業のため土を掘削して

いた際に発見した．その個体数は３個体で，

背甲長，背甲幅長，腹甲長，体重はそれぞれ

28.8 mm・29.4 mm・27.0 mm・6 g，29.7 mm

・30.3 mm・27.8 mm・6 g，28.8 mm・29.1

mm・27.2 mm・5 gであった（図２） ．また，幼
図1．幼体が発見された亀楽園内の植木鉢（手前）
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体が発見された産卵巣付近から未孵化の卵７個も発見した（図３）．原産地アメリカではアカミミガメは４～

７月に産卵し，６～10月頃に孵化するが，孵化した個体の一部は孵化直後に野外に出現せず，産卵巣の

中で越冬することが報告されている（Ernst et al., 1994； 安川, 2007）．しかし日本においてはこのような

報告例はない．原産地においてアカミミガメの孵化幼体の背甲長は32.2±1.48 ㎜(N=95,range28.0-

35.4)，腹甲長は30.5±0.18 ㎜(N=95,range25.2-33.4)，体重は7.25±0.08 ｇ(N=95,range5.10-8.77)で

あると報告されている(Tucker,1999)．今回，確認されたアカミミガメの幼体は上記のサイズの範囲内であ

ることから，孵化後に土中にとどまり産卵巣の中で越冬していたものと考えられた．今後は日本における

春季のアカミミガメ幼体の出現情報を集積し，その詳細を整理したい．
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図2．発見された幼体
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図3．幼体と共に発見された未孵化の卵


